文章題における問題を読み取るための指導について : 「割合」単元の指導を通して by 山口  潤
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は，その教材の概念理解も含めた単元全体
の指導が必要であるとする立場から，割合
の文章題について，文章題の問題把握，認
知心理学からのアプローチ，割合という３
つの領域をもとに考察を行った。 
 その結果，問題及び割合そのもののイメ
ージをもたせる，インフォーマルな知識を
活用する，もとにする量と比べられる量を
区別できる問題スキーマを構成する，割合
のよさを感じさせることが必要であるとい
う示唆を得た。 
そして，以上の考えを取り入れた授業構
想を提案した。 
今後は，提案した活動が，小学校算数の
中でも最も難しいとされる割合の文章題の
読み取りに有効であるかどうかを検証授業
での子どもたちの活動や思考過程を分析す
ることで明らかにすると共に，その結果か
ら文章題全般に関しても考察を行うことが
課題である。 
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